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早川源流域のヤマトイワナ調査 

 

とりまとめ：谷沢弘将 

 

北岳に端を発する富士川水系早川源流域は，標高 2,000ｍを越す高所にイワナが生息している。

ここに生息する在来個体群のイワナはヤマトイワナに分類される。ヤマトイワナ Salvelinus 
leucomaenis japonicus の生息数は堰堤による分断 1)，亜種のニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis 
pluvius の放流による交雑が原因で減少していると考えられ 2-6)，県のレッドデータブックでは絶

滅の恐れのある生物に指定されている 7)。早川源流域においても個体数の減少が懸念される事か

ら，ヤマトイワナの生息状況について調査を行った。なおこの調査は南アルプス市の依頼により

実施した。生態については Tsuboi et al.8)を参考にされたい。 

 

材料と方法 

平成 23，24，26 年度に早川源流域の 8 河川において調査を行った（図 1）。①遺伝子サンプル

として脂鰭の採取（在来個体群であることの確認のため），②生息域の確認，③生息密度の推定

を目的に，電気ショッカーによる魚類採捕を行った。なお，1 回の電気ショッカーによる捕獲率

を 86.4%として（平成 23 年に行った河川 A および河川 B での捕獲調査より算出），各調査地点

における生息密度の推定を行った。ただし，当歳魚は全長 50mm 以下であり捕獲率が著しく低

かったため，生息尾数には含めなかった。脂鰭は独立行政法人水産総合研究センターに依頼し，

遺伝子解析を行った。在来個体であるかど

うか判別するためについてはミトコンドリ

ア DNAチトクローム b 領域遺伝子座より解

析した。在来個体群の生息域では，単一あ

るいは 2 種類の遺伝子型（ハプロタイプ, 

Haplotype）しか出現しないことが知られて

いる 9)。富士川水系では Hap-3 が在来個体を

示す遺伝子型であるため，本調査では Hap-3

を示した個体を在来個体，Hap-3 以外を示し

た個体を非在来個体とした。 

 

 

 

 

 

図 1 調査地点 
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結果及び考察 

 早川源流域におけるヤマトイワナ在来生息域は調査した8河川中6河川であると結論づけられ

た（表 1）。1+以上の生息数は全河川を合計して流程約 10 km の間に 4000 尾のヤマトイワナが生

息すると推定された。 

 

表 1 調査河川の概要 
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調査年度 河川名
遺伝子解析に用いた

サンプル数
遺伝子型

（ハプロタイプ）
在来個体群

の生息

H23 A 5.89 ± 1.06 39 Hap-3 ○

H23 B 4.38 ± 1.13 20 Hap-3 ○

H23 C 4.83 ± 0.58 40 Hap-3 ○

H23 D 13.75 ± 3.29 19 Hap-1,3,5,7,9,
10,11,17,31

×

H24 E 7 Hap-10 ×

H24 F 3.77 ± 1.02 40 Hap-3 ○

H24 G 2.99 ± 1.32 17 Hap-3 ○

H26 H 3.72 ± 2.98 50 Hap-3 ○

川幅(m)

-




